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(百万円未満切捨て)
１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（1）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 304,192 3.5 33,553 △5.9 28,854 △17.5 27,492 13.1

2025年３月期 293,860 4.7 35,642 27.1 34,971 23.1 24,301 △71.0
(注) 包括利益 2026年３月期 37,293百万円( 70.7％) 2025年３月期 21,845百万円(△75.1％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

営業収益
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 101.90 － 7.2 2.7 11.0
2025年３月期 88.40 － 6.7 3.3 12.1

（2）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 1,128,720 390,430 34.4 1,447.23

2025年３月期 1,039,708 372,587 35.7 1,353.53
(参考) 自己資本 2026年３月期 388,283百万円 2025年３月期 371,562百万円

（3）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 47,917 △68,710 13,872 67,033

2025年３月期 14,847 △69,228 △20,933 74,007

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 9.00 － 17.00 26.00 7,160 29.4 2.0

2026年３月期 － 23.00 － 23.00 46.00 12,379 45.1 3.3
2027年３月期(予想) － 23.00 － 23.00 46.00 40.0

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 157,500 10.5 15,700 △15.4 13,400 △20.7 9,500 △37.7 35.88

通 期 401,500 32.0 45,000 34.1 44,000 52.5 30,000 9.1 115.06



※ 注記事項

（1）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（3）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期 275,760,547株 2025年３月期 275,760,547株

② 期末自己株式数 2026年３月期 7,465,544株 2025年３月期 1,247,465株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 269,802,077株 2025年３月期 274,901,072株

（注） 自己株式に含めている従業員持株会信託口、役員報酬信託口および株式給付信託口が保有する当社株
式数は、以下のとおりです。
2026年３月期 800,350株 2025年３月期 863,000株

(参考) 個別業績の概要
１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（1）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 127,120 2.2 21,224 △5.5 16,727 △26.7 19,974 9.3

2025年３月期 124,389 7.2 22,450 36.3 22,831 36.7 18,279 △75.9

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 74.03 －

2025年３月期 66.49 －

（2）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 1,014,162 244,231 24.1 910.23

2025年３月期 931,506 239,292 25.7 871.63

(参考) 自己資本 2026年３月期 244,231百万円 2025年３月期 239,292百万円

２．2027年３月期の個別業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 213,000 67.6 34,000 60.2 34,000 103.3 24,500 22.7 93.96

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
業績予想については、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
業績予想に関する事項は、添付資料４ページ「１.（4）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手について）
決算補足説明資料は、当社ウェブサイトに掲載するとともに、TDnetで同日開示しております。
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１．経営成績等の概況

（1）当期の経営成績の概況

当期のわが国経済は、中東情勢の影響等を注視する必要があるものの、雇用および所得環境が改善するなど、緩

やかな回復基調で推移しました。

このような事業環境のなか、当社グループは、2025年５月に見直しを公表した「京急グループ第20次総合経営計

画」で掲げる重要経営指標の達成に向けて、鉄道事業における次世代型オペレーションや不動産事業における不動

産回転型ビジネスの推進など、事業構造変革を進めるとともに、財務健全性の確保と資本収益性の向上を目指す財

務マネジメントの強化に努めました。

以上の結果、営業収益は3,041億９千２百万円（前期比3.5％増）となりましたが、前期の事業用地の持分売却の

反動などにより、営業利益は335億５千３百万円（前期比5.9％減)、経常利益は288億５千４百万円（前期比17.5％

減）となりました。これに、特別利益として品川駅西口基盤整備事業に基づく国道用地の譲渡などの固定資産売却

益を計上したことなどにより、親会社株主に帰属する当期純利益は274億９千２百万円（前期比13.1％増）となりま

した。

次に、セグメント別の業績についてご報告いたします。

交通事業

鉄道事業では、全線の輸送人員は、移動需要が増加したことなどにより、前期比で2.3％増（定期1.7％増、定期

外3.0％増）となりました。さらに、羽田空港駅の輸送人員は、羽田空港国内線および国際線の航空旅客数が増加し

たことなどにより、前期比で5.4％増（第１・第２ターミナル駅6.1％増、第３ターミナル駅3.2％増）となりまし

た。このほか、ダイヤ改正を実施し、三浦エリアの多様な移動需要に対応すべく、イブニング・ウィング号の行先

の延長やウィング・シートの運行時間の繰り上げを一部列車で実施したほか、朝時間帯の一部の急行列車の待ち合

わせ駅を変更し、速達性および利便性の向上を図りました。また、インバウンドのお客様の利便性向上およびキャ

ッシュレス需要拡大に伴うサービス向上に繋げるための施策として、クレジットカード等のタッチ決済による乗車

サービスを全線全駅で開始しました。さらに、引き続き安全対策を最重要課題とし、大森町駅、六郷土手駅、大師

橋駅および小島新田駅にホームドアを設置しました。

バス事業では、前期に実施した運賃改定などにより、京浜急行バス㈱では空港中距離路線が、川崎鶴見臨港バス

㈱では一般路線等が好調に推移しました。

以上の結果、交通事業の営業収益は1,215億９千１百万円（前期比2.6％増）となったものの、人件費の増加など

により、営業利益は186億８千３百万円（前期比1.0％減）となりました。

なお、当社は、経営資源の集中を図るため、京急タクシーグループ６社の全株式を他社に譲渡しました。

不動産事業

不動産販売業では、当社および京急不動産㈱は、分譲マンション「プライム横須賀中央」を完売しました。また、

「パークタワー大森」、「プライム東神奈川」および「プライムパークス横浜並木 ザ・レジデンス」などの販売お

よび引渡しを行いました。

不動産賃貸業では、前期に開業した複合施設「横浜シンフォステージ」の稼働率が上昇したことなどにより、増

収となりました。また、「都市近郊リゾートみうらの創生」の実現に向けて、当社が所有する土地にヒューリック

㈱の高級温泉旅館「ふふ 城ヶ島 海風のしらべ」を誘致したほか、横浜市旧市庁舎街区において、他７社と共同で

開発した複合施設「ＢＡＳＥＧＡＴＥ横浜関内」を開業しました。

このほか、当社および京急不動産㈱は、事業用地の取得および 賃貸物件等の売却を行い、不動産回転型ビジネス

の推進による資本収益性の向上を図りました。また、京急グループとして、沿線の事業用地のさらなる有効活用や

不動産回転型ビジネスおよびフィービジネスを強化するため、京急不動産㈱は、㈱グリップの株式を取得しまし

た。

しかしながら、前期の事業用地の持分売却の反動などにより、不動産事業の営業収益は509億９千６百万円（前期

比5.5％減)、営業利益は46億８千万円（前期比32.4％減）となりました。

なお、京急グループとして、不動産回転型ビジネスの推進体制を強化するため、京急アセットマネジメント㈱は、

三井住友信託銀行㈱および三井住友トラスト不動産投資顧問㈱と資本提携を行い、商号を京急ＳＭＴＢアセットマ

ネジメント㈱に変更するなど、私募リートの組成に向けた準備を進めました。
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また、品川駅西口地区において、トヨタ自動車㈱と共同で、複合施設の建設に着手しました。

レジャー・サービス事業

ビジネスホテル業では、京急ＥＸホテル・京急ＥＸインは、国内宿泊需要の増加により、客室単価および稼働率

が上昇し、好調に推移しました。また、「京急 ＥＸホテル 高輪」および「京急 ＥＸイン 横浜駅東口」をリニュ

ーアルオープンしました。

レジャー関連施設業では、京急開発㈱は、「ボートレース平和島」において、ボートレース事業の施行者への施

設賃貸に係る料率を見直したことなどにより増収となりました。また、改修中のボートレース場は、新スタンド棟

Ｉ期をオープンしました。

以上の結果、レジャー・サービス事業の営業収益は345億９千４百万円（前期比9.1％増)、営業利益は55億６千１

百万円（前期比12.4％増）となりました。

なお、当社は、「都市近郊リゾートみうらの創生」の実現に向けて、三井不動産㈱と三浦半島油壺における新た

なリゾートエリアの創出に向けた事業計画を共同で検討するための協定を締結しました。

流通事業

ストア業では、㈱京急ストアの既存店舗が好調に推移したほか、2024年４月に株式を取得した㈱エフ・クライミ

ングの売上計上などにより増収となりました。また、㈱京急ストアは、「もとまちユニオン本店」をリニューアル

オープン、「もとまちユニオンそごう横浜店」を開業したほか、新たに㈱シャトレーゼとフランチャイズ契約を締

結し、「シャトレーゼブランチ横浜南部市場店」の運営を開始しました。

百貨店業では、京急百貨店は、大型専門店が好調に推移したほか、新たにオープンした専門店の集客効果などに

より、来店客数が増加しました。

ショッピングセンター業では、新規店舗を開業したことなどにより「ウィング久里浜」等が好調に推移しまし

た。

以上の結果、流通事業の営業収益は848億７千４百万円（前期比4.5％増)、営業利益は21億５千６百万円（前期比

3.5％増）となりました。

その他

京急建設㈱および京急電機㈱は、ホームドアをはじめとした鉄道の安全対策工事等を行いました。

以上の結果、その他の事業の営業収益は577億９千７百万円（前期比19.6％増)、営業利益は38億１千５百万円

（前期比4.7％増）となりました。

（2）当期の財政状態の概況

・総 資 産 １兆1,287億２千万円 （前連結会計年度末比890億１千２百万円増）

・負 債 7,382億９千万円 （前連結会計年度末比711億６千９百万円増）

・純 資 産 3,904億３千万円 （前連結会計年度末比178億４千３百万円増）

・自 己 資 本 比 率 34.4％ （前連結会計年度末比1.3ポイント減）

・連結有利子負債残高 5,113億５千６百万円 （前連結会計年度末比370億５千６百万円増）

（注）連結有利子負債残高は、借入金＋社債により算出しております。

当連結会計年度末の総資産は、分譲土地建物および建設仮勘定の増加などにより、前連結会計年度末と比べ890億

１千２百万円増加しました。

負債は、社債および長期前受工事負担金の増加などにより、前連結会計年度末と比べ711億６千９百万円増加しま

した。

また、純資産は、親会社株主に帰属する当期純利益の計上などにより、前連結会計年度末と比べ178億４千３百万

円増加しました。
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（3）当期のキャッシュ・フローの概況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益の計上などにより、479億１千７百万円の資金収

入（前期は148億４千７百万円の資金収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出などにより、687億１千万円の資金支出

（前期は692億２千８百万円の資金支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入などにより、138億７千２百万円の資金収入（前期

は209億３千３百万円の資金支出）となりました。

以上の結果、現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末と比べ69億７千３百万円減少し、670億３千３

百万円となりました。

キャッシュ・フロー指標のトレンド

2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期

自己資本比率 （％） 29.0 32.7 35.7 34.4

時価ベースの自己資本比率 （％） 37.1 35.3 39.9 36.2

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 19.7 7.4 31.9 10.7

インタレスト・カバレッジ・レシオ （倍） 6.7 17.7 3.6 8.7

（注）１．各指標の算出方法は以下のとおりであります。

・自己資本比率：自己資本／総資産

・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

・キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

・インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

２．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

３．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

４．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しております。

５．有利子負債は、借入金＋社債により算出しております。

（4）今後の見通し

2027年３月期の連結業績予想については、不動産事業における不動産流動化の売却益および分譲マンション販売

の増加などにより、営業収益は4,015億円（前期比32.0％増)、営業利益は450億円（前期比34.1％増)、経常利益は

440億円（前期比52.5％増)、親会社に帰属する当期純利益は300億円（前期比9.1％増）を見込んでおります。

詳細については、本日別途開示しております「2026年３月期決算補足説明資料」をご覧ください。
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（5）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資するため、財務の健全性の確保に努めるとともに、成長

のための投資と株主還元を両立させることを基本方針としております。

株主還元方針につきましては、配当性向40％程度を目安に、利益水準、投資計画および財務状態等を総合的に勘

案して利益配分を実施するほか、自己株式の取得については、財務状況や最適資本構成等をふまえ機動的に実施す

ることを掲げております。

当期の期末配当については、１株当たり23円（中間配当金23円を加えた年間配当金については１株当たり46円）

を予定しております。

また、次期の年間配当金については、１株当たり46円（中間配当金23円、期末配当金23円）を予定しておりま

す。

内部留保資金については、安全対策工事や品川・羽田空港をはじめとする重要な戦略拠点や新規事業等への投資

のほか、有利子負債の返済などに充当し、引き続き経営基盤の充実と財務体質の強化および改善を図ってまいりま

す。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、鉄道事業を中心に日本国内で事業展開しており、利害関係者の多くは国内の株主、取引先等であ

ることから、連結財務諸表作成においては日本基準を採用しております。

なお、今後については、国内外の諸情勢を踏まえ、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（1）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 74,454 67,246

受取手形、売掛金及び契約資産 19,660 30,336

商品及び製品 2,136 2,177

分譲土地建物 71,070 85,273

仕掛品 581 584

原材料及び貯蔵品 304 286

その他 23,360 11,732

貸倒引当金 △24 △3

流動資産合計 191,544 197,632

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 318,113 325,599

機械装置及び運搬具（純額） 34,708 38,795

土地 168,259 166,095

建設仮勘定 147,240 190,251

その他（純額） 7,114 9,293

有形固定資産合計 675,437 730,035

無形固定資産 9,526 9,615

投資その他の資産

投資有価証券 114,136 132,736

長期貸付金 645 618

繰延税金資産 6,525 10,276

退職給付に係る資産 21,401 26,785

その他 20,760 21,136

貸倒引当金 △268 △115

投資その他の資産合計 163,200 191,437

固定資産合計 848,164 931,087

資産合計 1,039,708 1,128,720
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 39,604 61,046

短期借入金 120,264 119,210

未払法人税等 1,459 3,621

前受金 19,577 8,280

賞与引当金 1,710 1,843

役員賞与引当金 59 83

工事損失引当金 471 261

解体費用引当金 4,109 -

その他 33,647 29,266

流動負債合計 220,904 223,613

固定負債

社債 125,000 150,000

長期借入金 229,034 242,145

繰延税金負債 7,628 20,159

役員退職慰労引当金 255 496

退職給付に係る負債 10,833 10,119

長期前受工事負担金 59,940 76,307

その他 13,522 15,448

固定負債合計 446,216 514,677

負債合計 667,121 738,290

純資産の部

株主資本

資本金 43,738 43,738

資本剰余金 44,183 44,203

利益剰余金 264,967 281,588

自己株式 △1,739 △11,432

株主資本合計 351,150 358,098

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,524 20,151

為替換算調整勘定 129 96

退職給付に係る調整累計額 5,757 9,936

その他の包括利益累計額合計 20,411 30,184

非支配株主持分 1,025 2,147

純資産合計 372,587 390,430

負債純資産合計 1,039,708 1,128,720
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（2）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業収益 293,860 304,192

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 215,247 224,162

販売費及び一般管理費 42,969 46,477

営業費合計 258,217 270,639

営業利益 35,642 33,553

営業外収益

受取利息 357 178

受取配当金 409 615

持分法による投資利益 569 672

投資有価証券売却益 1,262 57

為替差益 466 0

その他 1,111 1,326

営業外収益合計 4,176 2,851

営業外費用

支払利息 4,140 5,505

支払手数料 40 1,526

その他 665 518

営業外費用合計 4,847 7,550

経常利益 34,971 28,854

特別利益

固定資産売却益 235 19,751

受取補償金 - 2,538

工事負担金等受入額 43,274 1,204

関係会社株式売却益 945 -

その他 28 434

特別利益合計 44,483 23,930

特別損失

減損損失 821 10,105

固定資産除却損 3,016 3,940

固定資産圧縮損 43,274 1,204

関係会社株式売却損 - 195

固定資産売却損 - 30

事業譲渡損 415 -

その他 366 629

特別損失合計 47,894 16,106

税金等調整前当期純利益 31,561 36,678

法人税、住民税及び事業税 3,520 4,831

法人税等調整額 3,599 4,304

法人税等合計 7,119 9,136

当期純利益 24,441 27,542

非支配株主に帰属する当期純利益 140 50

親会社株主に帰属する当期純利益 24,301 27,492
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 24,441 27,542

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 755 5,627

為替換算調整勘定 △806 △55

退職給付に係る調整額 △2,544 4,178

その他の包括利益合計 △2,595 9,751

包括利益 21,845 37,293

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 22,028 37,265

非支配株主に係る包括利益 △182 27
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（3）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 43,738 44,158 245,348 △809 332,436

当期変動額

剰余金の配当 △4,681 △4,681

親会社株主に帰属する

当期純利益
24,301 24,301

自己株式の取得 △1,269 △1,269

自己株式の処分 △0 339 339

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
24 24

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 - 24 19,619 △930 18,713

当期末残高 43,738 44,183 264,967 △1,739 351,150

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 13,769 613 8,301 22,684 2,576 357,697

当期変動額

剰余金の配当 △4,681

親会社株主に帰属する

当期純利益
24,301

自己株式の取得 △1,269

自己株式の処分 339

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
24

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
755 △483 △2,544 △2,272 △1,551 △3,824

当期変動額合計 755 △483 △2,544 △2,272 △1,551 14,889

当期末残高 14,524 129 5,757 20,411 1,025 372,587
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当連結会計年度（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 43,738 44,183 264,967 △1,739 351,150

当期変動額

剰余金の配当 △10,871 △10,871

親会社株主に帰属する

当期純利益
27,492 27,492

自己株式の取得 △10,319 △10,319

自己株式の処分 6 626 633

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
13 13

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 - 19 16,620 △9,692 6,947

当期末残高 43,738 44,203 281,588 △11,432 358,098

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 14,524 129 5,757 20,411 1,025 372,587

当期変動額

剰余金の配当 △10,871

親会社株主に帰属する

当期純利益
27,492

自己株式の取得 △10,319

自己株式の処分 633

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
13

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
5,627 △33 4,178 9,773 1,122 10,895

当期変動額合計 5,627 △33 4,178 9,773 1,122 17,843

当期末残高 20,151 96 9,936 30,184 2,147 390,430
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（4）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 31,561 36,678

減価償却費 28,541 29,286

減損損失 821 10,105

有形固定資産除却損 3,654 999

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △467 △273

受取利息及び受取配当金 △766 △794

支払利息 4,140 5,505

持分法による投資損益（△は益） △569 △672

固定資産売却損益（△は益） △235 △19,721

関係会社株式売却損益（△は益） △945 195

投資有価証券売却損益（△は益） △1,195 △52

工事負担金等受入額 △43,274 △1,204

固定資産圧縮損 43,274 1,204

売上債権の増減額（△は増加） △3,409 △10,869

棚卸資産の増減額（△は増加） △124 △6,389

前受運賃の増減額（△は減少） 268 369

仕入債務の増減額（△は減少） 2,103 7,421

未収消費税等の増減額（△は増加） 587 △3,259

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,573 △2,086

前受金の増減額（△は減少） 8,198 △8,608

その他 △3,057 1,412

小計 70,677 39,245

利息及び配当金の受取額 879 938

利息の支払額 △4,137 △5,269

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △52,571 13,002

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,847 47,917

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △12,469 △19,103

投資有価証券の売却及び償還による収入 4,351 9,740

有形固定資産の取得による支出 △75,755 △86,798

有形固定資産の売却による収入 250 20,471

無形固定資産の取得による支出 △3,497 △2,485

固定資産の除却による支出 - △6,331

長期貸付けによる支出 △20 △11

長期貸付金の回収による収入 26 12

工事負担金等受入による収入 16,668 14,881

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入 1,997 -

その他 △778 914

投資活動によるキャッシュ・フロー △69,228 △68,710
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） - △2,770

長期借入れによる収入 24,300 39,100

長期借入金の返済による支出 △37,964 △27,043

社債の発行による収入 - 24,856

自己株式の取得による支出 △1,269 △10,319

配当金の支払額 △4,681 △10,871

非支配株主への配当金の支払額 △3 △25

有償減資に伴う非支配株主への支出 △1,579 -

その他 265 946

財務活動によるキャッシュ・フロー △20,933 13,872

現金及び現金同等物に係る換算差額 247 △53

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △75,065 △6,973

現金及び現金同等物の期首残高 149,073 74,007

現金及び現金同等物の期末残高 74,007 67,033
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（5）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(表示方法の変更)

連結損益計算書関係

前連結会計年度において、「営業外費用」の「その他」に含めておりました「支払手数料」は、重要性が増したた

め、当連結会計年度から区分掲記しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務

諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」の「その他」に表示しておりました706百

万円は「支払手数料」40百万円、「その他」665百万円として組み替えております。

連結キャッシュ・フロー計算書関係

前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました「未収消費税

等の増減額（△は増加）」は、重要性が増したため、当連結会計年度から区分掲記しております。この表示方法の変

更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の

「その他」に表示しておりました△2,470百万円は「未収消費税等の増減額（△は増加）」587百万円、「その他」△

3,057百万円として組み替えております。
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(セグメント情報等)

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、鉄道、バスを中心に、主に沿線地域において様々な事業を展開しております。

したがって、当社グループは、事業内容を基礎とした事業の種類別セグメントから構成されており、「交通事業」、

「不動産事業」、「レジャー・サービス事業」、「流通事業」の４つを報告セグメントとしております。各報告セグ

メントにおける事業内容は、以下のとおりであります。

交通事業 ……………………… 鉄道、バス、タクシー等の営業を行っております。

不動産事業 …………………… 土地・建物の販売及び賃貸等を行っております。

レジャー・サービス事業 …… ホテル・旅館、レジャー施設、ゴルフ場、飲食店等の営業を行っております。

流通事業 ……………………… 百貨店業、ストア業を中心に商品の販売を行っております。

なお、「交通事業」を構成する京急交通㈱、京急横浜自動車㈱、京急文庫タクシー㈱、京急葉山交通㈱、京急中央

交通㈱、京急三崎タクシー㈱（以下、「京急タクシーグループ６社」といいます。）について、2026年３月31日付で、

当社が保有する京急タクシーグループ６社の全株式を譲渡したことにより、連結の範囲から除外しております。した

がって、同日時点までの業績は含まれておりますが、連結貸借対照表項目については除外しております。

２．報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は、市場実勢価

格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

（単位：百万円）

交通事業 不動産事業

レジャー・

サービス

事業

流通事業
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

連結財務

諸表計上額

(注)３

営 業 収 益

外部顧客への営業収益 117,099 48,269 28,515 79,784 20,190 293,860 － 293,860

セグメント間の内部営業

収益又は振替高
1,431 5,695 3,188 1,467 28,144 39,926 △39,926 －

計 118,531 53,964 31,704 81,251 48,334 333,786 △39,926 293,860

セグメント利益 18,877 6,928 4,946 2,083 3,646 36,482 △839 35,642

セグメント資産 485,714 314,960 62,712 29,460 32,291 925,139 114,569 1,039,708

その他の項目

減価償却費 20,866 3,573 2,202 1,527 370 28,541 － 28,541

減損損失 241 67 334 296 － 940 － 940

持分法適用会社への投資額 8 14,482 － 2,355 － 16,847 － 16,847

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
53,786 15,711 3,922 1,831 322 75,573 － 75,573

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設・土木・電気設備の工事、

輸送用機器の修理・改造、ビル管理業務等を含んでおります。

２．調整額は、以下のとおりであります。

（1）セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

（2）セグメント資産の調整額は、親会社の現金及び預金、投資有価証券等であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．レジャー・サービス事業セグメントの減損損失334百万円のうち118百万円については、連結損益計算書上、

「事業譲渡損」に含めて表示しております。

当連結会計年度（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日）

（単位：百万円）

交通事業 不動産事業

レジャー・

サービス

事業

流通事業
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

連結財務

諸表計上額

(注)３

営 業 収 益

外部顧客への営業収益 120,587 45,139 30,949 83,717 23,797 304,192 － 304,192

セグメント間の内部営業

収益又は振替高
1,003 5,856 3,644 1,156 33,999 45,662 △45,662 －

計 121,591 50,996 34,594 84,874 57,797 349,854 △45,662 304,192

セグメント利益 18,683 4,680 5,561 2,156 3,815 34,898 △1,345 33,553

セグメント資産 633,151 325,167 64,481 11,715 37,294 1,071,810 56,910 1,128,720

その他の項目

減価償却費 21,013 3,841 2,441 1,579 411 29,286 － 29,286

減損損失 2,075 5,093 818 2,117 － 10,105 － 10,105

持分法適用会社への投資額 － 14,902 － 2,439 － 17,342 － 17,342

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
61,111 27,122 11,841 3,216 546 103,839 － 103,839

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設・土木・電気設備の工事、

輸送用機器の修理・改造、ビル管理業務等を含んでおります。

２．調整額は、以下のとおりであります。

（1）セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

（2）セグメント資産の調整額は、親会社の現金及び預金、投資有価証券等であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 1,353.53円 1,447.23円

１株当たり当期純利益 88.40円 101.90円

（注）１．前連結会計年度及び当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

２．従業員持株会信託口、役員報酬信託口および株式給付信託口が保有する当社株式を、１株当たり純資産額の

算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております（前連結会計年度863,000株、当連結会計

年度800,350株)。

また、従業員持株会信託口、役員報酬信託口および株式給付信託口が保有する当社株式を、１株当たり当期

純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（前連結会計年度475,850

株、当連結会計年度863,449株)。

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 24,301 27,492

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
（百万円）

24,301 27,492

普通株式の期中平均株式数（株） 274,901,072 269,802,077

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 372,587 390,430

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 1,025 2,147

（うち非支配株主持分（百万円）） (1,025) (2,147)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 371,562 388,283

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数（株）

274,513,082 268,295,003



京浜急行電鉄株式会社(9006) 2026年３月期 決算短信

― 18 ―

(重要な後発事象)

（自己株式の取得）

当社は、2026年５月11日開催の取締役会において、会社法第 165 条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき自己株式取得に係る事項を決議いたしました。

１．自己株式取得の理由

株主還元の充実および資本効率の向上を図るため。

２．自己株式取得の内容

（1）取得対象株式の種類 当社普通株式

（2）取得し得る株式の総数 25,000,000株（上限）

（3）株式の取得価額の総額 300億円（上限）

（4）取得期間 2026年５月12日～2027年３月31日

（5）取得方法 東京証券取引所の自己株式立会外取引（ToSTNeT-3）を含む市場買付け


